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町からのお知らせ、募集など各種情報をお届けします。
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鳥獣専門員からのお知らせ
　４月中旬に福島県内でツキノワグマ（クマ）による人身被害が発生したこと
を受け、会津地域に「ツキノワグマ出没特別注意報」が発令されています（６
月 30 日まで）。
　三島町では４月 29 日に桧原地区の畑にクマが出没しており、今後人里近く
でクマの出没が増えることが予想されます。
　また、５月は山菜やタケノコの旬ですが、これらの山の幸は冬眠明けのクマ
も好んで食べるため、山菜を採りに行った人とクマが遭遇する危険性がありま
す（他県では山菜採りに行った人がクマに襲われ、死亡する事故も起きていま
す）ので、次の点にご注意ください。

ツキノワグマ出没特別注意報が発令中です

　１　山に入る際の注意点
 ・　クマが潜んでいそうな草むら、木の陰には不用意に近づかない。エサとなる山
　菜やタケノコが生えている場所では特に注意する。
 ・　クマ鈴や花火などを使用して人が入山していることをクマに知らせる。
 ・　一人での入山は極力避け、なるべく多人数で入山する。
 ・　クマと遭遇した時に備え、クマスプレーを携行する。入山する前にクマスプレー
　の使用方法をよく確認しておく。
 ・　登山や山菜採りなどの理由で山林に立ち入る際には、家族に行先や帰宅予定時
　間などを伝えておく。
 ・　音や匂いなどでクマの気配を感じたり、クマが食事をした痕跡などを見つけた
　りしたら静かにその場を離れる。
 ※　この時期の主なクマの痕跡
　　フ　　ン…この時期のクマは植物の葉を多く食べるため、フンは濃い緑色～黒
　　　　　　   ずんだ緑色をしている。ほとんど無臭で悪臭がすることはない。
　　クマハギ…杉の木の皮を剥

は

ぎ、露出した白い部分を舐めたりかじったりする。
　　　　　　　杉の皮がバナナの皮をむいたように剥がれているのが特徴。新しい
                              ものは剥がれた部分の白色が鮮やかで乾燥していない。
　　タケノコ…クマはタケノコを折って食べるため、根元の部分が残っている。
　　　　　　　　（根元まで掘り返して食べているのはイノシシの可能性が高い。）

　２　生活上の注意点
 ・　生ごみは決められた場所、時間に捨てる（生ゴミの匂いにクマが引き寄せられ
　る可能性がある）。
 ・　エサになりそうな農作物や、米ぬか・機械油などの強い匂いのする物は、扉、
　シャッターのある倉庫などに保管し、可能な限り施錠する。
 ・　屋外で犬などを飼っている場合には、エサのあげ方、エサの保管方法に注意す
　る（ペットが食べ残したエサをそのままにしないなど）。
 ・　自宅近くにクマが来ている痕跡（足跡やフンなど）がないか、敷地内の異常の
　有無をこまめに確認する。クマの接近に気付いたら、原因となるものを探して早
　急に対策をする。
 ※　痕跡の判別に迷ったら鳥獣対策専門員にご相談ください。

　３　クマと遭遇してしまったら
 ・　慌てず、騒がず、ゆっくりとクマとの距離をとってください。
　   立木などの障害物があれば、身を隠しながら離れることで、クマの突進を防ぐ
　ことができます。
 ・　万が一クマが向かってきたら、うつ伏せになって両腕で顔や頭、首をガードし、
　急所を守ってください。

　４月から５月はニホンザル（サル）の出産時期で、サルの群れの警戒が強ま
る季節です。
　最近、三島町でも群れの警戒が強まっていると考えられ、人に威嚇をしたり
止まった車に突進したりするという、攻撃的な行動をするオスのサルが確認さ
れています。
　人家近くに現れたサルは花火などを使って追い払うのが基本ですが、突進し
てくるサルを迎え撃つのは慣れた人でなければ難しいと思われます。まずは人
家近くにサルが来ないよう、サルのエサになる農作物やクワの木の管理をお願
いします。
　その上で人家近くに現れるサルがいたら、安全な距離から花火などを使って
追い払ってください。
　なお、５月は空気が乾燥しているため、花火を使用する際には火事にならな
いよう注意してください。

問産業建設課　☎ (48)5566

凶暴なサルにご注意ください

令和８年度福島県狩猟免許試験について
　福島県では「狩猟免許」を取得しようとする方に対して、令和８年度の狩猟
免許試験を次のとおり実施します。

回数 試験期日 試　験　会　場 免許の種類

第１回 ８月８日㊏
アピオスペース

（会津若松市インター西 90）

 網猟、わな猟、
 第一種銃猟、
 第二種銃猟

第２回 ９月５日㊏
富岡文化交流センター学びの森

（双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1）

 網猟、わな猟、
 第一種銃猟、
 第二種銃猟

第３回 10月４日㊐
郡山市労働福祉会館

（郡山市虎丸町 7-7）

 網猟、わな猟、
 第一種銃猟、
 第二種銃猟

１　試験の期日・会場

回 数  受付期間
第 １ 回  ６月８日㊊から ７月 10 日㊎まで
第 ２ 回  ７月６日㊊から ８月７日㊎まで
第 ３ 回  ８月３日㊊から ９月４日㊎まで

２　受験申し込みの受付期間

３　お問い合わせ先

・受験資格や申し込みに必要な書類等については、福島県自然保護課のホーム
  ページ（http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16035b/）
  をご確認いただくか、
  役場産業建設課までお問い合わせください。

・受験申し込み先は、会津地方振興局県民生活課（会津若松市追手町 7-5）
   ☎ 0242(29)5295 となります。

４　町では狩猟免許取得にかかる費用を補助します！

　町では、野生鳥獣の捕獲に従事する狩猟者を確保し、人的被害、農林水産物
等への被害防止を図るため、以下により狩猟免許取得等に係る費用を補助しま
す。
　この機会に狩猟免許を取得してみませんか。

問産業建設課　☎（48)5566

補 助 額
 費用の３分の２以内かつ上限 15 万円
 ※狩猟免許、猟銃等所持許可、猟銃等購入、狩猟登録に係る経費
　等が対象となります。

補助対象者
 ①町内に住所を有しかつ居住する者
 ②三島町猟友会に所属し、町が委嘱する鳥獣被害対策
     実施隊員として５年以上従事することを確約した者

募集期間
 随時受付
 ※免許等を取得予定の方は、事前にご相談ください。

そ の 他

 ◇補助の対象となる経費についての詳細は、お問い合わせください。
     また、狩猟免許取得等を考えている方は、ご相談ください。
◇免許等の更新者への補助については、対象の方へ別途案内します。
◇野生鳥獣の捕獲には、わな免許等の取得に加え、原則として県や
    町の許可または狩猟者登録等が必要となりますのでご注意願いま
   す。
   これに反して野生鳥獣を捕獲した場合は、法律により処罰される
   ことがあります。

フ　　ン

クマハギ

タケノコ
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実施方法
  動力噴霧機及びタンクの無料貸し出しによる実施
 ※　地区の方の軽トラック等での運搬にご協力をお願いします。

経　　費  薬剤費及び燃料費は、町が負担します。

アメリカシロヒトリ（アメシロ）の防除について
動力噴霧器を貸し出します

　アメリカシロヒトリは、6 月から 9 月にかけて年に複数回発生し、幼虫の時
期に樹木の葉を食い荒らす害虫です。被害を拡大させないためにも地域ぐるみ
で防除をお願いします。
　地区で一斉駆除する場合には、町で動力噴霧器を貸し出しますので、希望さ
れる地区は、防除の日程等をお知らせください。

問産業建設課　☎ (48)5566

６月　６日   ４色ビン
６月  1  3日  収集なし

６月のごみ収集カレンダーの日程変更について

　６月のごみ収カレンダーの日程を下記のとおり変更いたします。大変ご迷惑
をおかけいたしますが、ご協力お願いいたします。

問町民課町民係　☎ (48)5555

ごみ収集 A・B 地区の皆様へ

訓 練 生 募 集
募集コース  住宅リフォーム技術科【建築 CAD・リノベーション技術コース】

定 　 員  15 名

訓練期間  2026 年７月１日㊌から 2026 年 12 月 24 日㊍まで（６カ月間）

対 象 者
 公共職業安定所に求職登録されている方で、職業訓練の受講が望
 ましいと判断された方

受 講 料  無　料

募集期間  2026 年４月 21 日㊋～ 2026 年６月 10 日㊌

選 考 日  2026 年６月 12 日㊎

「ポリテクセンター会津」

　ポリテクセンター会津では、求職者の方の職業訓練生及び施設見学会の参加
者を以下により募集しています。
　参加希望の方は、ぜひお問い合わせください。

問ポリテクセンター会津　訓練課　 ☎0242(26) 0520

職業訓練（離職者訓練）生募集について

●訓練のお申込み
　最寄りのハローワーク窓口でお申し込みください。
　窓口でご相談のうえ、「受講申込書」（写真（縦 40 ｍｍ×横 30 ｍｍ）１枚貼付）
　をご希望のコースの募集期間内にハローワークへ提出してください。

※訓練の申し込みの前に施設見学会に参加されることをお勧めしています。

施 設 見 学 会

開催日時 毎週水曜日　14：00 ～ 15：45（13：30 受付開始）　

そ の 他

・当センターの「職業訓練」について理解していただくことを目的 
  として、毎週開催しています。

・見学後に訓練体験ができます。
・見学会申込みは、最寄りのハローワークまたはポリテクセンター
  会津へご連絡ください。

　今秋開催される「第 20 回市町村対抗福島県軟式野球大会」に出場する三島
町チームの選手を募集しています。
　三島町の代表として、共に大会を盛り上げ、町の活性化に貢献いただける方
の参加のご応募をぜひお待ちしております！

「市町村対抗軟式野球大会」
「三島町チーム選手募集について」

今 後 の 日 程
（ 予 定 ）

 ５月　中旬　　　練習開始（週２回程度）
 ７月　中旬　　　抽選会
 ８月８日・９日　両沼７町村親善野球大会
 ８月　下旬　　　壮行会
 ９月　上旬～　　市町村対抗軟式野球大会
 ※この他に柳津町野球連盟が主催する大会への参加や、他市町村
     との練習試合を計画する。　

参加資格

 ・町に住所がある18歳以上の方（大学生、専門学生も可）
 ・町外在住の方でも、町内中学校を卒業している方は、「ふるさと
  選手」として参加できます。
 ・上記のほか、町外に居住し通勤している町役場職員と小中学校の
   教職員、三島出張所に勤務する常備消防署員の方は参加できます。
 ※詳しくは公民館にお問い合わせください

そ の 他

 ・グローブ、スパイク、練習着は各自ご用意ください。
 ・市町村対抗大会の参加に関わらず、野球チームの活動は年間を
   通して行っていますので、興味のある方は気軽にお問い合わせ
   ください。

申 込 み  公民館　☎(48)5599

　発電所やダムから水を流したときの水難事故を防ぐため、各所に注意札を立
てております。
　水を流すときは、スピーカーやサイレンによってお知らせしますので河原に
いる人は危険ですから、すぐ安全な場所に移動されるようお願いいたします。

次のときにスピーカーから注意放送を流します
① ダムから初めて水を流す約 10 分前
② 発電所から初めて水を流す約 10 分前
③ 発電所の出力を増やし水を多く流すとき

　〈放送内容〉
「今から川の水が急に増えます。河原にいる人は危険ですから、すぐ上がって

ください。」
※毎日９時のスピーカーの音を実際に慣らして、装置の点検を行っております。

次のときはサイレンをならします
① ダムの流量が毎秒 1,000㎥に達したとき
② ダムの流量が毎秒 2,000㎥（洪水量）に達したとき
③ ダムの流量が洪水量オーバー後毎秒 1,000㎥増加毎

　〈警報内容〉
サイレン（50 秒）　休み（10 秒）　サイレン（50 秒）　休み（10 秒）　サイレン（50 秒）

≪河川への不法投棄はやめましょう！≫
【問い合せ】

東北電力㈱　水力運用センター　☎ 0242（26）6862
　　　　　    只見川ダム管理所　☎ 0241（52）3422
                          阿賀野川水系ダムの状況を当社 HP から閲覧できます。
                          東北電力 HP →その他のお知らせ→阿賀野川水系ダム情報
                          ※その他のお知らせは東北電力 HP の下部にあります。

東北電力からのおねがい


